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 第４７回地域リハビリテーションケース会議 まとめ 

 

日 時： 令和３年２月１０日（水）１８：３０～２０：００ 

（配信期間） 令和３年３月１日（月）～令和３年３月３１日（水） 

方 法： オンラインセミナー（ZOOM でのウェブ研修会およびオンデマンド配信） 

テ ー マ： 地域の力を育む支援 ～リハビリテーションの視点に基づく地域づくり支援～ 

申込者数： １９３名 

ZOOM 参加者数： ５３名 

視聴回数： ２７９回 

 

司会進行：九州栄養福祉大学 理学療法学科 教授 橋元 隆 氏 

 

１．ケース検討の概要 

７９歳の民生委員が、地域の市営団地に住む高齢者の引きこもり・介護予防を目的に、サロ

ンの立ち上げを希望して地域支援コーディネーターに相談したことから、地域リハビリテーシ

ョン活動支援事業「サロンで健康づくり」への申込に至った。 

サロンの立ち上げに際し、代表者である民生委員、福祉協力員や地域支援コーディネーター、

地域リハビリテーション活動支援事業担当の理学療法士、行政で事前打合せを行い、代表者の

思いやサロンの目的の共有、支援内容や役割分担を確認した。 

 理学療法士による参加者１６名の評価の結果、他地域に比べてプレフレイル・フレイルの比

率が高く、年齢層も幅広い（６０代～９０代）ため、参加者の状況に合わせて２つのプログラ

ムを作り実施する予定であったが、開始すると参加状況が毎回変わることがわかり、結果１つ

のプログラムに絞って実施した。 

月１回の支援から徐々に頻度を減らし、住民による自主的な活動に移行していく予定であっ

たが、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、代表者や担当理学療法士が不在のときには活

動が休みになるなど、住民だけで活動が継続できる状況には至っておらず、今後の支援につい

て試行錯誤しながら関与を継続している事例。 

 

２．事例紹介（添付資料参照） 

（１）事業報告 「地域リハビリテーション活動支援事業について」 

保健福祉局認知症支援・介護予防センター 保健師 荒牧 美香 氏 

平成２７年度から北九州市では地域リハビリテーション活動支援事業「サロンで健康づく

り」を開始した。 
北九州市はもともと地域の力があり、まちづくり協議会や自治会、校区社協など地域単位の

活動が活発である。地域の状況に合せてサロンが自然発生しているため、サロンの特徴や歴史
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も様々で、横並びの取組みは難しい。サロンに対する支援では、サロンの状況をつかみ、歩幅

を合わせて住民主体の活動ができるよう後押しすることが求められる。 
高齢者の大きな課題であるフレイル予防に対しては、身体的な支援に限らず、社会とのつな

がりも含めて多面的アプローチが必要となる。サロンなど地域の場に集まり、一人ではなく皆

で介護予防に取組んでいくことが健康寿命延伸のポイントである。本事業は、特に個人の心身

機能の向上ではなく、参加者やサロン（グループ）全体が、介護予防の必要性を認識し「皆で

やってみよう」という思いを醸成したり、行動変容につながることを狙いとしている。 
グループへの支援では、グループ全体の支援とともに、参加者の中で「気がかりな状態の人」

をピックアップし、適切な関係機関につなぐことも大切であり、リハビリ専門職等が関与する

意味でもある。グループ全体の支援と個人へのケアとの連動が必要である。 
またグループへの関わりにおいて重要なのは、グループとすり合わせを行うことである。リ

ハビリ専門職からは、地域活動の中での専門職の役割について、また地域住民の「こうなりた

い」「こういうことをしたい」という思いを丁寧に確認し、共有することは、グループの醸成

にも大きく影響するポイントである。 
市民にリハビリ専門職の役割を伝え理解を進めることで、地域の介護予防に取り組む機運も

高まり、地域リハビリテーションの推進につながると考える。今後も地域住民の活動に多くの

リハビリ専門職等が関わっていただきたい。 
 
（２）事例報告 「リハビリテーションの視点からの高齢者サロンへの支援」 

 社会医療法人共愛会 戸畑リハビリテーション病院 理学療法士 原田 直樹氏 

「サロンで健康づくり」では、地域のサロンに出向き、住民の自助・互助の活動をサポート

し、フレイルの予防に取り組んでおり、運動に限らず、栄養・口腔、社会参加の必要性を伝え

ている。 
現在サロンでは新型コロナウイルス感染症対策を行い、ソーシャルディスタンスを確保して

活動したり、場所を自宅内からガレージに変えるなど地域で工夫して実施している。 
サロンを運営する代表者自身が地域の高齢者であり、参加者の平均年齢が８０歳を超えてい

るサロンが大半であるため、運営について区役所の保健師を頼りにしている場合もある。リハ

ビリ専門職として、リーダーやサポート役の方に寄り添いながら継続的にサポートを行うこと

が必要だと感じている。サロンによって参加者の心身機能は様々であるため、個人やグループ

に合せた適切なプログラムの作成は地域住民だけでは難しく、専門職の関与が必要だと感じて

いる。 
グループ支援について、既に運営しているサロンでは、普段の活動が決まっているため、リ

ハビリ専門職が関与してもいわゆる『体操のお兄さん』で終わってしまう経験もあった。なぜ

この取組みが必要なのか、事前にグループの代表者とよく打ち合わせを行い、目標を共有する

ことが必要である。 
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今回の事例では、令和元年度は月１回、令和２年度から２か月に１回の支援を行った。新型

コロナウイルス感染症の影響もあったと思われるが、当初目標にしていた自主的に活動を継続

できる状態には至らなかった。原因として、グループの活動が代表者やリハビリ専門職頼みに

なってしまったこと、サポート役の福祉協力員の方々に、役割分担や協力依頼が十分にできて

いなかったことが挙げられる。専門職が地域に「どのように寄り添うか」によって、グループ

の自主性が変わってくると感じた。 
サロンなど高齢者の通いの場を充実していくためには「運動」「栄養・口腔」「社会参加」の

専門的知識が必要であり、リハビリ専門職だけでなく栄養士や歯科衛生士、地域支援コーディ

ネーターなどそれぞれの専門職が連携しお互いの役割を理解することが大切である。 
地域包括ケアシステムを進めていくため、今後新たなフレイル予防活動が必要となる。その

ためには、医科・歯科・リハビリ・栄養・行政・各種団体が多職種協働で地域住民へ働きかけ

ること、また次世代へしっかり継承していくことが重要である。 
 

３．ミニ講座（添付資料参照） 

  「支え合いの輪を広げる ～地域支援コーディネーターの活動を通じて～」                      

保健福祉局地域福祉推進課 地域福祉担当係長 猪原 弘行 氏 

 

４．事業説明（添付資料参照）                

「地域包括システムを支える地域リハビリテーションの推進イメージ」 

保健福祉局地域リハビリテーション推進課長 宮永 敬市 

令和３年度からの（仮称）次期北九州市いきいき長寿プランにも掲載される予定である。本

人・家族を中心に、内側の輪が友人・知人や身近な居場所など地域の関わり（地域の輪）、そ

の外側に医療・介護など様々な専門職・専門機関の関わり（専門職の輪）があり、互いに連携

しながら本人・家族を重層的に支えることで地域の力を高めていくことを表している。来年度

以降、このイメージに沿って地域リハビリテーションを推進していきたい。 
 

５．意見交換 

〔地域におけるグループ支援のポイントや専門職に期待すること〕 

荒牧氏：今まで保健師が行ってきた家庭訪問では、個人の健康課題への支援が、家族につな

がったり、またグループ化することによって、地域づくりにつながっていた。個人とグルー

プは双方向に関係していて、そのことを意識してアセスメントや支援を行うこと、またグル

ープ支援も個別支援と同様、特性に合わせた関わりを行うことが大事であり、グループの中

から「介護予防は大事、続けたい」「続けるためにはどうしたい」を引き出すことが重要で

ある。 

原田氏：リハビリ専門職だけで地域支援はできない。その他の関係者等としっかりつながっ

て情報共有していくことが大事である。リハビリ専門職は今まで病院や施設での勤務がほと
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んどで、地域に出ていくことはほぼ素人のような状態の方が多いとは思うが、地域でのリハ

ビリ専門職の役割は、個別の評価とグループの評価で得られた情報をしっかり他の支援者に

も伝えていくことである。 

猪原氏：地域にはいろいろなグループや考えがあり、行政が「〇〇しましょう」と呼びかけ

ても中々そのようにならない。ただ、地域に対して必要な知識や情報をうまく入れることで、

地域が「やってみようか」となる。行政が言うより、地域の専門職の方々から声かけしても

らうほうが地域への効果があると感じている。 

 

〔グループ（サロン）の目標設定や地域の人材育成について〕 

原田氏：リハビリ専門職の中では、本人の生活をみて、「どんな生活を望むか」に合った目

標を設定することは浸透しているが、住民の中では「体操したい」「歌いたい」などサロン

へのニーズは様々であるため、元気になった後、その先の目標がまだない場合もある。「地

域でいつまでも自分らしくいきいきと暮らすこと」を地域の方にいかに伝えられるかを試行

錯誤している。 

荒牧氏：サロンに参加して、運動や座学など体験して楽しみを感じることも、一つの目的達

成ではあるが、サロンで健康づくりをして、何を達成して、それからどんな生活をしたいか、

例えば「自分たちは〇〇という楽しみがあって、これを続けるためにサロンで運動する」な

どの一歩進んだ考えが地域に広まっていくといいと思う。 

猪原氏：地域支援コーディネーターは、各地域でリーダーになってくれそうな人材を見つけ

出して、うまく活動にのってもらうように関わっている。地域の人に対しては、モチベーシ

ョンをかきたてて、やる気になるようくすぐっていくことが、地域の人材育成といえるので

はないかと思う。 

 

６．まとめ          

小倉リハビリテーション病院 名誉院長 浜村 明徳 氏 

地域包括ケアのキーワードである『安心』とは、「具体的な誰かを当てにでき、いざとなれ

ば頼れる人が周りにいるということ、そしてあてにできる人に二重、三重に取り巻かれる中で、

落ち着きを得られていること」といわれている。北九州市の地域リハビリテーションの推進イ

メージでも外側に専門職、内側に住民による身近な地域の参加の場とささえ合いとなっており、

合致している。 

地域リハビリテーションの目標とは、国際的には「インクルージョン（包摂）」とされてい

て、地域包括ケアシステムの目標である「共生」とほとんど同じ意味で使われている。２０１

９年に国連がSDGsとインクルージョン（包摂）について示した文章に、「人のつながりから包

摂が生まれる」とある。つまり、人のつながりをつくることによって地域リハの目標が達成さ

れるということ、そして包摂と共生が同じ意味であるならば、地域包括ケアも達成されるとい

える。 
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また国の地域包括ケア研究会の報告書（２０１９年）でも、人とのつながりについて述べら

れている。「本人と家族、地域等の関係性を意識した働きかけができる専門職が必要」とある。

専門職が自身の専門分野の中でサービスを提供することは言うまでもないが、サービスを通し

て本人が地域とつながっていくことまでを考えた支援ができることが大切で、「地域との関わ

りをもつ専門職の育成」も課題である。病院では、病前の生活やどのような人（組織）とつな

がっていたのか、情報は入ってくる。障害を持ってからもう一度構築できるかどうか、という

ところまで考えて支援できると、地域のつながりもうまく取れるようになるのではないか。 

直近の目標が「体力をつける」「元気になる」ことであっても、最終的には「その人の希望

する暮らしをどのように実現するか」を目標に、地域リハビリテーション活動支援事業や介護

予防事業、通所型・訪問型サービス、また認知症サポーター、認知症カフェなど地域の様々な

事業や人・機関を上手に組み合わせて、その人らしさを大事にすることによって、共生社会あ

るいは包摂社会の実現につながる。今後、医療機関や介護事業所などがもつ様々な特技や専門

性が、医療保険・介護保険サービスに限らず地域づくりにも活用されると地域貢献につながっ

てくる。 

最後に「地域包括ケアを支える地域リハビリテーション」について、制度的な課題もあるが、

介護予防等の地域活動が医療機関の単なるボランティアでなく、地域リハビリテーションが課

題としてきた連携やネットワークとして実践する中で、生活圏域ごとに地域住民と専門職が一

緒になったネットワークを作っていくこと、最終的には専門職の持つノウハウをうまく社会の

求める課題に提供できるよう機能することが社会貢献につながると考えている。 
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＞

＜
実

施
場

所
＞

市
⺠

セ
ンタ

ー
、

憩
い

の
家

、
マ

ンシ
ョン

の
集

会
所

、
公

園
、

●
●

さん
宅

の
⾞

庫
・・

・

＜
参

加
者

の
特

徴
＞

健
康

、
プ

レフ
レ

イル
、

フレ
イル

、
介

護
サ

ー
ビス

利
⽤

者
・・

・

地
域

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

活
動

支
援

事
業

北
九

州
市

︓
「サ

ロン
で

健
康

づ
くり

」（
H2

7〜
）

 
病

院
や

⾃
宅

で
は

な
く、

地
域

 
個

人
で

は
な

く、
グ

ル
ー

プ
支

援

グ
ル

ー
プ

支
援

グ
ル

ー
プ

支
援

 
グ

ル
ー

プ
の

主
体

性
を

尊
重

す
る

 
グ

ル
ー

プ
全

体
の

支
援

⇔
個

人
の

ケ
ア

 
地

域
診

断
の

結
果

と関
連

させ
な

が
ら支

援
を

⾏
う

 
地

域
ケ

ア
会

議
との

連
動

 
グ

ル
ー

プ
の

特
徴

を
ふ

ま
え

た
支

援
（

ア
プ

ロー
チ

の
切

り⼝
）

 
グ

ル
ー

プ
の

成
り⽴

ち
 

グ
ル

ー
プ

の
発

展
段

階
 

リー
ダー

シ
ップ

・メ
ンバ

ー
シ

ップ
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
「
公
衆
衛
生
看
護
学
.jp
」
よ
り
改
変
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グ
ル

ー
プ

の
特

徴
を

ふ
ま

え
た

支
援

グ
ル

ー
プ

の
ア

セ
ス

メン
ト

項
目

確
認

す
る

内
容

参
加

者
特

徴
身

体
状

況
（

フレ
イル

に
着

目
）

＜
個

別
介

入
＞

規
模

メン
バ

ー
数

対
象

範
囲

居
住

地
域

に
限

定
、

広
範

な
地

域
グ

ル
ー

プ
の

構
造

・機
能

活
動

目
的

仲
間

づ
くり

、
⾒

守
り機

能
、

介
護

予
防

を
継

続
、

趣
味

活
動

成
り⽴

ち
発

⾜
の

な
りた

ち
、

歴
史

発
展

段
階

形
成

期
〜

活
動

開
始

期
〜

発
展

期
〜

転
換

期
〜

終
結

期
役

割
分

担
リー

ダー
の

役
割

、
参

加
者

との
関

係
性

関
係

者
運

営
の

関
係

者
と役

割
⺠

生
委

員
、

地
区

社
協

、
ま

ち
づ

くり
協

議
会

、
健

康
づ

くり
推

進
員

、
地

域
支

援
コー

デ
ィネ

ー
ター

、
保

健
師

・・
・

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
「
公
衆
衛
生
看
護
学
.jp
」
よ
り
改
変

グ
ル

ー
プ

との
す

り合
わ

せ

リハ
職

が
伝

え
る

こと
グ

ル
ー

プ
に

確
認

す
る

こと

•
地

域
リ

ハ
活

動
に

お
け

る
リハ

職
の

役
割

•
リハ

職
に

求
め

る
も

の
•

リハ
職

の
イメ

ー
ジ

•
グ

ル
ー

プ
の

目
標

(グ
ル

ー
プ

の
ア

セ
ス

メン
トか

ら)
•

リハ
職

の
関

与
頻

度
•

密
度

•
方

法

•
ス

ケ
ジ

ュー
ル

•
年

間
計

画
に

よ
る

リハ
職

の
関

与
頻

度

新
型
コ
ロ
ナ

２
０
４
０
年
問
題

８
０
５
０
問
題

ゲ
ー
ム
障
害

ス
マ
ホ
依
存

健
康
危
機
管
理

児
童
虐
待

う
つ
・
自
殺

依
存
症

低
出
生
体
重
児
の
増
加

望
ま
な
い
妊
娠

ダ
ブ
ル
ケ
ア

フ
レ
イ
ル

生
活
習
慣
病

・
・
・

・
・
・

保
健

師
︓

健
康

課
題

の
解

決
保

健
師

︓
公

衆
衛

生
看

護
の

活
動

個 人

地
域

家
族

•
地

域
診

断
に

基
づ

くP
D

CA
サ

イク
ル

•
個

人
の

健
康

課
題

⇔
集

団
に

共
通

す
る

健
康

課
題

•
住

⺠
や

組
織

同
⼠

を
つ

な
ぎ

、地
域

住
⺠

の
主

体
的

な
⾏

動
を

促
進

•
予

防
的

介
入 地

域
に
お
け
る
保
健
師
の
保
健
活
動
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

（
厚
生
労
働
省

健
発
04
19
第
１
号

平
成
25
年
）
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地
域

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

推
進

課
題

1.
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
サ

ー
ビス

の
整

備
と充

実

2.
連

携
活

動
の

強
化

とネ
ット

ワ
ー

クの
構

築

3.
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
の

啓
発

と地
域

づ
くり

の
支

援
①

市
⺠

や
関

係
者

へ
の

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

に
関

す
る

啓
発

活
動

の
推

進

②
介

護
予

防
に

か
か

わ
る

諸
活

動
を

通
した

支
え

合
い

づ
くり

の
強

化

③
地

域
住

⺠
も

含
め

た
地

域
ぐる

み
の

支
援

体
制

づ
くり

の
推

進
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
施
設
協
会

20
16
年
版

9



第
47

回
地

域
リハ

ビリ
テー

シ
ョン

ケー
ス会

議

事
例

報
告

「リ
ハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
の

視
点

か
らの

高
齢

者
サ

ロン
へ

の
支

援
」

社
会

医
療

法
人

共
愛

会
⼾

畑
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
病

院
理

学
療

法
⼠

原
⽥

直
樹

サ
ロン

で
健

康
づ

くり
事

業
担

当
医

療
機

関

⻄
部

地
区

⼾
畑

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

病
院

東
部

地
区

小
倉

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

病
院

サ
ロン

で
健

康
づ

くり
事

業
内

容
○

目
的

︓
高

齢
者

が
地

域
の

通
い

の
場

に
集

ま
り、
自
主
的
に
フレ
イ
ル
予
防
に

取
り組

み
続

け
られ

る
よ

うリ
ハ

専
⾨

職
が

地
域

の
サ

ロン
に

出
向

き
サ

ポ
ー

トす
る

。
○

座
学

︓
フレ

イル
とは

、健
康

寿
命

とは
フレ

イル
予

防
に

つ
い

て
（

運
動

、栄
養

・⼝
腔

、社
会

参
加

）
○

体
⼒

測
定

︓
握

⼒
、歩

⾏
速

度
、⽚

脚
⽴

位
時

間
等

（
R
2は
非
実
施

）
○

フレ
イル

評
価

︓
基
本
チ
ェッ
ク
リス
ト

（
R1

よ
り）

介
護
予
防
に
関
す
る
質
問
表

（
R2

よ
り）

○
サ

ロン
⽴

ち
上

げ
支

援
（

申
し込

み
実

績
︓

1件
/年

）

座
学

の
風

景

10



座
学

の
風

景
運

動
の

風
景

運
動

の
風

景
サ

ロン
ごと

の
フレ

イル
状

況
（

一
例

）

サ
ロ
ン
に
よ
りグ
ル
ー
プ
の
フレ
イ
ル
状
況
や
問
題
点
は
様
々
。個

人
及
び
グ

ル
ー
プ
の
全
体
像
を
把
握
し、
グ
ル
ー
プ
に
合
わ
せ
た
適
切
な
支
援
が
重
要
。

人
数

平
均
年
齢

プ
レ
フレ
イ
ル

フレ
イ
ル

Aサ
ロ
ン

16
78
.9

50
.0
％

31
.3
％

Bサ
ロ
ン

13
72
.8

30
.8
％

0.
0％

Cサ
ロ
ン

12
81
.7

25
.0
％

41
.7
％

D
サ
ロ
ン

25
73
.6

28
.0
％

4.
0％

Eサ
ロ
ン

17
73
.8

35
.3
％

17
.6
％

Fサ
ロ
ン

24
79
.4

37
.5
％

8.
3％
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フレ
イ
ル
予
防
は

大
事
で
す
よ
ー

グ
ル

ー
プ支

援
の

ポ
イン

ト①
サ

ロン
の

代
表

者
︓

地
域

住
⺠

、⺠
生

委
員

、健
康

推
進

員
等

→
み

な
さん

高
齢

者
→

地
域

に
よ

って
は

区
役

所
の

保
健

師
等

を
頼

りに
して

い
る

⇒
地
域
の
専
⾨
職
に
よ
る
「着
か
ず
離
れ
ず
の
継
続
的
か
か
わ
り」
が
重
要

経
済
的
支
援
の

情
報
あ
りま
す

よ
ー
︖

口
腔
の
評
価
も

しま
しょ
う︕

頑
張
って
い
ま
す

か
ー
?

フレ
イ
ル
予
防
は

大
事
で
す
よ
ー

は
ー
い

フレ
イ
ル
予
防
して

い
ま
す
か
ー
︖

フレ
イ
ル
︖
?

予
防
︖
︖
︖

して
ま
せ
ー
ん

3か
月
後

既
存
の
サ
ロ
ン
へ
の
介
入
の
際
は
「単
発
の
体
操
の
お
兄
さ
ん
」に
な
ら
な
い
よ
う、

代
表
者
との
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
⽬
標
を
しっ
か
り伝

え
る
こと
が
大
事
︕

グ
ル

ー
プ支

援
の

ポ
イン

ト②

Aサ
ロン

⽴
ち上

げ
事

例
紹

介
○

⽴
ち

上
げ

の
経

緯

・
代

表
者

︓
⺠

生
委

員
（

79
歳

）

・
対

象
地

域
︓

75
歳

以
上

の
高

齢
者

が
70

名
ほ

どい
る

市
営

団
地

階
段

高
齢

孤
食

虚
弱

独
居

⺠
生
委
員

地
域
支
援

コー
デ
ィネ
ー
タ
ー

認
知
症
支
援
・介
護

予
防
セ
ン
タ
ー

事
前
会
議

活
動
開
始

相
談

紹
介

サ
ロン

事
業

申
し込

み

○
会

議
参

加
者

（
9名

）

・
⺠

生
委

員
（

79
歳

の
代

表
者

）
・

福
祉

協
⼒

員
（

50
代

〜
60

代
の

4名
）

・
認

知
症

支
援

介
護

予
防

セ
ンタ

ー
（

2名
）

・
地

域
支

援
コー

デ
ィネ

ー
ター

（
1名

）
・

理
学

療
法

⼠
（

1名
）

○
会

議
場

所
︓

市
営

団
地

集
会

所

○
会

議
内

容
︓

代
表

者
の

意
向

確
認

支
援

方
法

の
検

討

集
会
所

事
前

会
議
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代
表

者
の

思
い

○
市
営
住
宅
で
引
き
こも
りに
な
って
い
る
人
が
多
い
。

○
生
活
保
護
受
給
者
や
経
済
面
が
厳
しい
人
が
い
る
た
め
、サ
ロ
ン
を
活
用
して
介
護
予
防

に
取
り組
み
た
い
。

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
市
営
住
宅
で
あ
る
が
、9
6歳
で
頑
張
って
生
活
して
い
る
人
も
い
る
。

話
を
した
い
人
が
多
い
。

○
地
域
の
集
会
所
が
利
用
さ
れ
て
お
らず
、2
年
前
か
らサ
ロ
ン
の
⽴
ち
上
げ
を
した
い
と考

え
て
い
る
。

○
月
1回
か
ら
ス
タ
ー
ト
し、
うま
くい
け
ば
2回
開
催
へ
。隣
の
団
地
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

⼾
畑
リハ
の
バ
ック
ア
ップ
や
関
係
機
関

との
調
整
。

認
知
症
支
援

・介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

地
区
社
協
との
調
整
や
サ
ロ
ン
運
営

の
バ
ック
ア
ップ
。

地
域
支
援

コー
デ
ィネ
ー
タ
ー

介
護
予
防
を
⽬
的
とし
た
サ
ロ
ン
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
りや
リー
ダ
ー
の
育
成
。

リハ
専
⾨
職

（
理
学
療
法
⼠
）

支
援

の
役

割
分

担

【初
回

評
価

結
果

】

・
年

齢
︓

79
±

9歳
（

男
性

2名
⼥

性
14

名
、6

6〜
95

歳
）

・
握

⼒
︓

21
±

6.
6㎏

・
歩

⾏
速

度
︓

0.
9±

0.
2m

/秒
（
1m

/秒
未
満
9名

）

・
⽚

脚
⽴

位
時

間
︓

11
.4

±
13

.2
秒

・
フレ

イル
︓
31
.3

％

・
プ

レフ
レ

イル
︓
50
.0

％

Aサ
ロン

へ
の

リハ
専

⾨
職

介
入

内
容

基
本
チ
ェッ
ク
リス
ト
の
項
⽬
で
は
運
動
機

能
、認

知
機
能
、抑

うつ
に
問
題
が
多
い

・
60
代
か
ら
90
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
。年
齢
とフ
レ
イ
ル
の
相
関
0.
63
（
ｐ
<
0.
05
）
。

・
他
地
域
に
⽐
べ
フレ
イ
ル
、プ
レ
フレ
イ
ル
共
に
⽐
率
が
高
い
。

・
年
齢
層
が
広
い
た
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
2つ
に
分
け
た
⽅
が
良
い
と判

断
。

令 和 2 年 度令 和 1 年 度【プ
ログ

ラム
内

容
】

初
回

（
9⽉

）
︓

座
学

（
フレ

イル
、フ

レ
イル

予
防

に
つ

い
て

）

2回
目

（
10

⽉
）

︓
初

回
評

価
の

結
果

返
し、

コグ
ニサ

イズ

3回
目

（
11

⽉
）

︓
コグ

ニサ
イズ

、個
別

指
導

、代
表

者
と打

ち
合

わ
せ

4回
目

（
12

⽉
）

︓
コグ

ニサ
イズ

、茶
話

会

5回
目

（
1⽉

）
︓

コグ
ニサ

イズ
、茶

話
会

6回
目

（
2⽉

）
︓

童
謡

体
操

DV
D、

座
学

（
体

幹
トレ

ー
ニン

グ
、歩

⾏
）

、茶
話

会

7回
目

（
7⽉

）
︓

座
学

（
新

型
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

感
染

症
対

策
、フ

レ
イル

に
つ

い
て

）
フレ

イル
評

価
8回

目
（

9⽉
）

︓
前

回
評

価
結

果
返

し、
ラジ

オ
体

操
、体

幹
トレ

ー
ニン

グ
9回

目
（

11
⽉

）
︓

フレ
イル

評
価

、ラ
ジ

オ
体

操
、コ

グ
ニサ

イズ
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・
新

型
コロ

ナ
ウ

イル
ス

感
染

症
対

策
の

影
響

も
あ

る
が

、代
表

者
お

よ
び

リハ
専

⾨
職

不
在

時
は

活
動

を
休

む
こと

も
あ

り、
⾃

主
的

に
フレ

イル
予

防
に

取
り組

み
続

け
られ

る
状

態
に

は
至

って
い

な
い

。
・

90
歳

以
上

の
高

齢
者

の
参

加
が

無
くな

り平
均

年
齢

は
徐

々
に

低
下

。
・

プ
レ

フレ
イの

⽐
率

が
下

が
りフ

レ
イル

の
⽐

率
が

上
昇

（
コロ

ナ
フレ

イル
︖

）
。

・
運

動
機

能
、認

知
機

能
、抑

うつ
に

加
え

⼝
腔

機
能

の
問

題
が

出
現

して
い

る
。

Aサ
ロン

の
介

入
結

果

R1
.9

（
初
回
）

R2
.7

（
7回

⽬
）

R2
.1
1

（
9回

⽬
）

平
均

年
齢

78
.9

歳
77

.1
歳

75
.2

歳

プ
レ

フレ
イル

50
.0

％
45

.5
％

27
.3

％

フレ
イル

31
.3
％

36
.4
％

54
.5
％

サ
ロン

の
⽴

ち上
げ

か
ら介

入
す

る際
の

ポ
イン

ト

12
か
月
後

代
表
者
や
リハ
専
⾨
職
に
依
存
的
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り。
サ
ポ
ー
ト
役
は
も
ち
ろ
ん
、参

加
者

全
員
で
サ
ロ
ン
を
作
って
い
く心
構
え
が
重
要
。サ
ロ
ン
活
動
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
体
制
を
つ
く

る
こと
も
ポ
イ
ン
ト
。こ
れ
か
ら
の
サ
ロ
ン
⽴
ち
上
げ
に
は
感
染
対
策
の
徹
底
が
必
要
。

フレ
イ
ル
予
防
は

大
事
で
す
よ
ー

は
ー
い

自
主
的
に
フレ
イ

ル
予
防
して
い
ま

す
か
ー
︖

代
表
者
や
リハ
専
⾨

職
の
人
が
い
な
い
と

で
き
ま
せ
ー
ん

高
齢

者
サ

ロン
支

援
へ

の
専
⾨
職

の
関

わ
り方

〜
地

域
活

動
支

援
を担

う専
⾨

職
へ

伝
え

た
い

こと
〜

○
サ

ロン
の

代
表

者
︓

地
域

住
⺠

、⺠
生

委
員

、健
康

推
進

員
等

→
み

な
さん

高
齢

者
→

地
域

に
よ

って
は

区
役

所
の

保
健

師
等

を
頼

りに
して

い
る

⇒
地
域
の
専
⾨
職
に
よ
る
「着
か
ず
離
れ
ず
の
継
続
的
か
か
わ
り」
が
必
要

○
高

齢
者

の
通

い
の

場
の

役
割

︓
⾃

助
、互

助
、フ

レ
イル

予
防

→
「運

動
」「

栄
養

・⼝
腔

」「
社

会
参

加
」の

専
⾨

的
知

識
が

必
要

⇒
リハ
専
⾨
職
、栄

養
⼠
、⻭

科
衛
生
⼠
、地

域
支
援
コー
デ
ィネ
ー
タ
ー

地
域
の
社
会
資
源
の
連
携

○
各
専
⾨
職
の
役
割
を
お
互
い
が
理
解
して
お
くこ
とが
重
要

○
「新
しい
生
活
様
式
」で
の
サ
ロ
ン
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

真
の
地
域
連
携
︖

サ
ロン

で
健

康
づ

くり
事

業
の

展
望

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

医
科

・
⻭

科
・

リ
ハ

ビ
リ

・
栄

養
・

⾏
政

・
各

種
団

体
が

多
職

種
協

働
で

地
域

住
⺠

へ
働

き
か

け

サ
ロ

ン
で

健
康

づ
く

り
事

業
よ

り
早

い
段

階
か

ら
国

⺠
へ

の
気

付
き

・
自

分
事

化

Ag
in

g 
in

 P
la

ce
「

住
み

慣
れ

た
街

で
い

つ
ま

で
も

自
分

ら
し

く
暮

ら
す

」

新
た

な
フ

レ
イ

ル
予

防
活

動

「
し

っ
か

り
噛

ん
で

、
し

っ
か

り
食

べ
、

し
っ

か
り

運
動

し
、

そ
し

て
社

会
性

を
⾼

く
み

ん
な

と
ワ

イ
ワ

イ
活

動
す

る
︕

」

医
療

・
介

護
・

地
域

が
連

携
し

、
予

防
と

ケ
ア

の
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
ま

ち
づ

く
り

次
世

代
へ

の
継

承

シ
ル
バ
ー
世
代

活
躍
促
進
︖

オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ロ
ン
事
業
︖

あ
くま

で
私

⾒
で

す
が

・・
・
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ご
清

聴
あ

りが
とう

ご
ざ

い
まし

た
。

15



支
え
合

い
の
輪

を
広

げ
る

～
地

域
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活

動
～

令
和
３
年
２
月

北
九
州
市
保
健
福
祉

局
地
域
福

祉
推

進
課

【
本

日
の
内

容
】

①
国

の
動

き
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
と

地
域

共
生

社
会

②
本

市
の
取

組
み

地
域

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
協

議
体

③
地

域
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

国
の
動

き

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

と
地

域
共

生
社

会

い
つ

ま
で

も
元

気
に

暮
ら

す
た

め
に

･･
･

生
活

支
援

・
介

護
予

防

住
ま

い

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
姿

※
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
は

、
お

お
む

ね
３

０
分

以
内

に
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
る

日
常

生
活

圏
域

（具
体

的
に

は
中

学
校

区
）を

単
位

と
し

て
想

定

■
在

宅
系

サ
ー

ビ
ス

：
・訪

問
介

護
・訪

問
看

護
・通

所
介

護
・小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

・短
期

入
所

生
活

介
護

・福
祉

用
具

・2
4時

間
対

応
の

訪
問

サ
ー

ビ
ス

・複
合

型
サ

ー
ビ

ス
（小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

＋
訪

問
看

護
）等

・自
宅

・サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
等

相
談

業
務

や
サ

ー
ビ

ス
の

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
ト
を

行
い

ま
す

。

■
施

設
・居

住
系

サ
ー

ビ
ス

・介
護

老
人

福
祉

施
設

・介
護

老
人

保
健

施
設

・認
知

症
共

同
生

活
介

護
・特

定
施

設
入

所
者

生
活

介
護 等

日
常

の
医

療
：

・か
か

り
つ

け
医

、
有

床
診

療
所

・地
域

の
連

携
病

院
・歯

科
医

療
、
薬

局

老
人

ク
ラ

ブ
・

自
治

会
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
N
P
O

等

・地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー

通
院

・
入

院
通

所
・

入
所

病
院

：
急

性
期

、
回

復
期

、
慢

性
期病
気

に
な

っ
た

ら
･･

･

医
療

介
護

が
必

要
に

な
っ

た
ら

･･
･

介
護

■
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス

地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て

○
団

塊
の
世

代
が
７
５
歳

以
上

と
な
る
２
０
２
５
年

を
目

途
に
、
重

度
な
要

介
護

状
態

と
な
っ
て
も
住

み
慣

れ
た
地

域
で

自
分

ら
し
い
暮

ら
し
を
人

生
の
最

後
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医

療
・
介

護
・
予

防
・
住
ま
い
・
生

活
支

援
が
包

括
的

に
確

保
さ
れ

る
体

制
（
地

域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構

築
を
実

現
。

○
今

後
、
認

知
症

高
齢

者
の
増

加
が
見

込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
認

知
症

高
齢

者
の
地

域
で
の
生

活
を
支

え
る
た
め
に
も
、

地
域

包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
重

要
。

○
人

口
が
横

ば
い
で
７
５
歳

以
上

人
口

が
急

増
す
る
大

都
市

部
、
７
５
歳

以
上

人
口

の
増

加
は
緩

や
か
だ
が
人

口
は

減
少

す
る
町

村
部

等
、
高

齢
化

の
進

展
状

況
に
は
大

き
な
地

域
差

。

○
地

域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保

険
者

で
あ
る
市

町
村

や
都

道
府

県
が
、
地

域
の
自

主
性

や
主

体
性

に
基

づ
き
、

地
域

の
特

性
に
応

じ
て
作

り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
必

要
。

16



【
財

源
構

成
】

国
25

%

都
道

府
県

12
.5
%

市
町

村
12

.5
%

1号
保

険
料

22
%

2号
保

険
料

28
%

【
財

源
構

成
】

国
39

.0
%

都
道

府
県

19
.5
%

市
町

村
19

.5
%

1号
保

険
料

22
%

予
防

給
付

（
要
支

援
1
～

２
）

介
護

予
防

事
業

又
は
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事
業

○
二

次
予

防
事

業
○

一
次

予
防

事
業

介
護

予
防

・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
の

場
合

は
、

上
記

の
他

、
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

含
む

要
支

援
者

向
け

事
業

、
介

護
予

防
支

援
事

業
。

包
括

的
支

援
事

業

○
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

・
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

総
合

相
談

支
援

業
務

、
権

利
擁

護
業

務
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

支
援

任
意

事
業

○
介

護
給

付
費

適
正

化
事

業
○

家
族

介
護

支
援

事
業

○
そ

の
他

の
事

業

新
し
い
介

護
予
防

・
日
常
生
活

支
援
総

合
事
業

（
要

支
援
1
～

２
、

そ
れ

以
外

の
者

）

○
介

護
予

防
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
・
訪

問
型

サ
ー

ビ
ス

・
通

所
型

サ
ー

ビ
ス

・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
（
配

食
等

）
・
介

護
予

防
支

援
事

業
（
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）

○
一

般
介

護
予

防
事

業

包
括

的
支

援
事

業

○
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

（
左

記
に

加
え

、
地

域
ケ

ア
会

議
の

充
実

）

○
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
推

進
事

業

○
認

知
症

施
策

推
進

事
業

（
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
、

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

等
）

○
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

、
協

議
体

の
設

置
等

）

予
防

給
付

（
要

支
援
1
～

２
）

充 実

事
業

に
移

行

訪
問

看
護

、
福

祉
用

具
等

訪
問

介
護

、
通

所
介

護

多 様 化

任
意

事
業

○
介

護
給

付
費

適
正

化
事

業
○

家
族

介
護

支
援

事
業

○
そ

の
他

の
事

業

地 域 支 援 事 業

地 域 支 援 事 業

介
護

給
付

（
要

介
護
1
～

５
）

介
護

給
付

（
要

介
護
1
～

５
）

＜
改

正
前

＞
＜

改
正

後
＞

介
護

保
険

制
度

全
市

町
村

で
実

施

地
域

支
援

事
業

の
全

体
像

改
正

前
と

同
様
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【
目

的
】

地
域

支
援

事
業

実
施

要
綱

（
平

成
2
9
年

6
月

2
8
日

改
正

）
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
（
法

1
1
5
条

の
4
5
第

2
項

第
5
号

）

単
身

や
夫

婦
の

み
の

高
齢

者
世

帯
、

認
知

症
の

高
齢

者
が

増
加

す
る

中
、

医
療

、
介

護
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
み

な
ら

ず
、

地
域

住
民

に
身

近
な

存
在

で
あ

る
市

町
村

が
中

心
と

な
っ

て
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
、

民
間

企
業

、
協

同
組

合
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
社

会
福

祉
法

人
、

社
会

福
祉

協
議

会
、

地
縁

組
織

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

、
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
、

老
人

ク
ラ

ブ
、

家
政

婦
紹

介
所

、
商

工
会

、
民

生
委

員
等

の
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

担
う

事
業

主
体

と
連

携
し

な
が

ら
、

多
様

な
日

常
生

活
上

の
支

援
体

制
の
充

実
・
強

化
及

び
高

齢
者

の
社

会
参

加
の
推

進
を
一

体
的

に
図

っ
て

行
く
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

【
協

議
体

の
設

置
】

各
地

域
に

お
け

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

生
活

支
援

・
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

主
体

等
が

参
画

し
、

情
報

共
有

・
連

携
強

化
の

場
と

し
て

中
核

と
な

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
。

→
地

域
の
困

り
ご
と
や
そ
の
解

決
に
向

け
て
話

し
合

う
場

※
本

市
で
は
、
「
校

区
の
作

戦
会

議
」

【
生

活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地

域
支

え
合

い
推

進
員

）
の
配

置
】

地
域

で
、

生
活

支
援

・
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

体
制

の
構

築
に

向
け

た
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

機
能

（
主

に
資

源
開

発
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

の
機

能
）
を

果
た

す
者

。
→

地
域

の
話

し
合

い
や
取

組
み
を
調

整
す
る
役

※
本

市
で
は
、
「
地

域
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

生
活

支
援

体
制

整
備

事
業

（
介

護
保

険
法

）

出
所

：
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

厚
生

労
働

省
（
北

九
州

市
地

域
福

祉
推

進
課

が
加

筆
）

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

・
協

議
体

の
役

割

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
協

議
体

が
協

力
し

な
が

ら
、

以
下

の
取

組
を

総
合

的
に

推
進

。

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
機

能
は

3
層

で
展

開
。

生
活

支
援

体
制

整
備

事
業

で
は

第
1
層

・
第

2
層

の
機

能
を

充
実

。

第
1
層

市
町

村
区

域
（
政

令
市

は
区

）
で

①
～

⑤
を

中
心

に
行

う
機

能
第

2
層

日
常

生
活

圏
域

（
中

学
校

区
域

等
）
で

、
第

1
層

の
機

能
の

下
、

①
～

⑥
を

行
う

機
能

第
3
層

個
々

の
生

活
支

援
等

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
主

体
で

利
用

者
と

提
供

者
を

マ
ッ

チ
ン

グ
す

る
機

能

出
所

：
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

厚
生

労
働

省

①
地

域
の

ニ
ー

ズ
と

資
源

の
状

況
の

見
え

る
化

、
問

題
提

起
②

地
縁

組
織

等
多

様
な

主
体

へ
の

協
力

依
頼

な
ど

の
働

き
か

け
③

関
係

者
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
④

目
指

す
地

域
の

姿
・
方

針
の

共
有

、
意

識
の

統
一

⑤
生

活
支

援
の

担
い

手
の

養
成

や
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

⑥
ニ

ー
ズ

と
サ

ー
ビ

ス
の

マ
ッ

チ
ン

グ

第
1層

市
町

村
全

域
中

間
支

援
組

織 地
縁

組
織

社
協

包
括

市
町

村

協
議

体
NP

O
民

間
企

業
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体

第
2層

日
常

生
活

圏
域

（
中

学
校

区
等

）

協
議

体

地
区

社
協

包
括

NP
O

意
欲

あ
る

住
民

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
・協

議
体

の
配

置
・構

成
の

イ
メ

ー
ジ

町
内

会
包

括

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
意

欲
あ

る
住

民

協
議

体

○
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

適
切

な
者

を
選

出
す

る
に

は
、

「
特

定
の

団
体

に
お

け
る

特
定

の
役

職
の

者
」
の

よ
う

な
充

て
職

に
よ

る
任

用
で

は
な

く
、

例
え

ば
、

先
に

協
議

体
を

設
置

し
、

サ
ー

ビ
ス

創
出

に
係

る
議

論
を

行
う

中
で

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

ふ
さ

わ
し

い
者

を
協

議
体

か
ら

選
出

す
る

よ
う

な
方

法
で

人
物

像
を

見
極

め
た

う
え

で
選

出
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
○

協
議

体
は

必
ず

し
も

当
初

か
ら

全
て

の
構

成
メ

ン
バ

ー
を

揃
え

る
必

要
は

な
く

、
ま

ず
は

最
低

限
必

要
な

メ
ン

バ
ー

で
協

議
体

を
立

ち
上

げ
、

徐
々

に
メ

ン
バ

ー
を

増
や

す
方

法
も

有
効

。
○

住
民

主
体

の
活

動
を

広
め

る
観

点
か

ら
、

特
に

第
２

層
の

協
議

体
に

は
、

地
区

社
協

、
町

内
会

、
地

域
協

議
会

等
地

域
で

活
動

す
る

地
縁

組
織

や
意

欲
あ

る
住

民
が

構
成

メ
ン

バ
ー

と
し

て
加

わ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

○
第

３
層

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
は

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
主

体
に

置
か

れ
る

た
め

、
そ

の
提

供
主

体
の

活
動

圏
域

に
よ

っ
て

は
、

第
２

層
の

圏
域

を
複

数
に

ま
た

が
っ

て
活

動
が

行
わ

れ
た

り
、

時
に

は
第

１
層

の
圏

域
を

超
え

た
活

動
が

行
わ

れ
た

り
す

る
こ

と
も

想
定

さ
れ

る
。

第
2層

日
常

生
活

圏
域

（
中

学
校

区
等

）

第
1層

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

第
２

層
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

第
３

層
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

北
九

州
市

の
取

組
み

地
域

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
協

議
体
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（
１

）
目

的

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

て
、

地
域

の
見

守
り

・
支

え
合

い
を

強
化

し
、

住
民

主
体

の
介

護
予

防
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

創
出

を
促

進
す

る
た

め
、

校
（
地

）
区

社
会

福
祉

協
議

会
を

中
心

と
し

て
、

地
域

住
民

団
体

、
社

会
福

祉
事

業
者

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

、
企

業
等

、
多

様
な

主
体

が
協

働
す

る
校

区
の

「
作

戦
会

議
」
の

運
営

を
支

援
す

る
。

（
２

）
配

置
方

法
北

九
州

市
社

会
福

祉
協

議
会

に
配

置
・
研

修
等

を
委

託

（
３

）
配

置
場

所
各

区
保

健
福

祉
課

（
い

の
ち

を
つ

な
ぐ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

係
）

（
４

）
配

置
人

数
全

１
６

名

地
域

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
配

置
（
国

の
名

称
：
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
）

門
司

小
倉

北
小

倉
南

若
松

八
幡

東
八

幡
西

戸
畑

計

２
名

３
名

３
名

２
名

２
名

３
名

１
名

１
６
名

【
地

域
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

】

※
市

内
の

１
５

５
校

（
地

）
区

社
協

を
１

６
名

で
分

担
（
第

２
層

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

）

北
九

州
市
の
協

議
体

（
校

区
の
作

戦
会

議
）

イ
メ
ー
ジ
図

地
縁

団
体

事
業

者
・

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

住
民

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

プ
ロ

ボ
ノ

行
政

等

校
（

地
）

区
社

会
福

祉
協

議
会

な
ど

住
み

慣
れ

た
地

域
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

た
め

の
作

戦
～

全
員

参
加

と
地

域
資

源
の

組
み

合
わ

せ
に

よ
る

地
域

づ
く
り

～

サ
ー
ビ
ス
づ

く
り

事
業

者
・

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

に
よ

る
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

な
ど

乗
り

合
い

タ
ク

シ
ー

・
バ

ス

移
動

販
売

等
の

買
い

物
支

援

通
い

の
場

づ
く
り

い
き

が
い

・
健

康
づ

く
り

交
流

の
場

高
齢

者
サ

ロ
ン

認
知

症
カ

フ
ェ

地
域

で
Ｇ

Ｏ
Ｇ

Ｏ
健

康
づ

く
り

な
ど

助
け
合

い
づ

く
り

ご
近

所
さ

ん
に

よ
る

訪
問

支
援

助
け

合
い

活
動

見
守

り
訪

問

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
生

活
援

助

な
ど

目
指

す
地

域
像

の
共

有
、

生
活

支
援

ニ
ー

ズ
・

地
域

資
源

の
把

握、
参

加
の

呼
び

か
け

、
計

画
・

評
価

そ
れ

ぞ
れ

の
得

意
を

活
か

し
た

連
携

に
よ

る
生

活
支

援
の

仕
組

み
づ

くり

【
地

域
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

活
動

】
※

住
民

主
体

の
支

え
合

い
を

目
指

す

（
１
）

協
議
体
（
校
区

の
作
戦
会
議
）
が
機
能
で
き
る
よ
う
に
な
る
→

話
し
合

い
の
実

現
・
地

域
の

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

と
顔

見
知

り
に

な
る

・
地

域
の

社
会

資
源

や
住

民
活

動
や

団
体

な
ど

を
把

握
す

る
・
地

域
の

課
題

を
把

握
す

る
（
包

括
ケ

ア
会

議
へ

の
参

加
、

民
生

委
員

や
自

治
会

等
の

会
合

参
加

な
ど

）
・
校

（
地

）
区

社
会

福
祉

協
議

会
や

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
を

活
用

し
て

、
話

し
合

い
を

実
現

す
る

→
地

域
の

人
が

助
け

合
い

の
必

要
性

を
認

識
し

、
話

し
合

い
の

場
を

実
現

（
２
）

住
民
主
体

の
生
活
支
援
活
動

が
機
能
で
き
る
よ
う
に
な
る
→

生
活

支
援
の
実

現
・
地

域
に

必
要

な
生

活
支

援
を

具
体

化
す

る
手

伝
い

を
す

る
・
協

議
体

（
校

区
の

作
戦

会
議

）
で

具
体

的
な

取
組

み
を

検
討

す
る

・
具

体
的

な
生

活
支

援
の

立
ち

上
げ

支
援

や
運

営
（
継

続
）
支

援
を

行
う

→
地

域
の

人
が

地
域

の
課

題
を

認
識

し
、

具
体

的
な

生
活

支
援

を
実

現

【
参

考
】

住
民

主
体

の
生

活
支

援
①

高
齢

者
サ

ロ
ン

、
認

知
症

カ
フ

ェ
、

地
域

で
G

O
G

O
健

康
づ

く
り

②
見

守
り

活
動

、
助

け
合

い
活

動
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
生

活
支

援
③

買
い

物
支

援
、

移
動

支
援

な
ど

地
域

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

は
ど

ん
な

活
動

を
し

て
い

る
か

地
域

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

ま
と

め
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【
知

っ
て

い
て

ほ
し

い
こ

と
】

※
地

域
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

○
地

域
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
や
特

性
は
異

な
る

→
都

市
部

は
サ

ロ
ン

・
居

場
所

づ
く
り

、
過

疎
部

は
移

動
支

援
・
買

物
支

援
が

望
ま

れ
や

す
い

→
地

域
で

取
り

上
げ

や
す

い
課

題
は

、
「
防

災
・
防

犯
」
と

「
認

知
症

」
（
我

が
事

感
）

○
住

民
主

体
と
は
、
変

化
す
る
、
や
や
主

観
的

、
左

右
さ
れ
や
す
い

→
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
が

変
わ

る
と

取
組

み
も

変
わ

る
こ

と
が

あ
る

→
あ

の
人

を
支

援
し

た
く
な

い
、

あ
の

人
に

支
援

さ
れ

た
く
な

い
、

と
い

う
現

実

○
地

域
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
住

民
主

体
の
活

動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

→
個

別
ケ

ア
で

は
な

い
、

住
民

主
体

の
活

動
を

支
援

→
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

は
、

新
人

も
い

る
、

資
格

要
件

は
な

い
（
顔

が
見

え
る

関
係

か
ら

）

○
地

域
の
団

体
（
代

表
）
を
知

り
ま
し
ょ
う

・
校

区
社

協
・
地

区
社

協
・
・
・
・
校

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
・
ま

ち
協

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
→

市
民

セ
ン

タ
ー

の
運

営
（
市

民
セ

ン
タ

ー
館

長
）

・
自

治
会

・
町

内
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
自

治
会

・
自

治
総

連
合

会
な

ど
・
民

児
協

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
民

生
委

員
・
児

童
委

員
協

議
会

地
域

に
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

た
め

に

市
市

全
域

で
総

合
的

に
地

域
福

祉
の

取
組

み
を

推進

区
（

７
区

）
地

域
の

課
題

の
解

決
に

向
け

て
、

区
役

所
を

中
心

に
行政

と
専

門
機

関
等

が
連

携
し

、
地

域
福

祉
の

取
組

み
を

推
進

概
ね

小
学

校
区

地
域

の
様

々
な

団
体

が
、

地
域

の
課

題
を

解
決

する
た

め
、

連
携

し
な

が
ら

活
動

近
隣

隣
近

所
な

ど
身

近
な

範
囲

で
、

支
援
の

必
要

な
人

の
把

握
、

見
守

り
や

助
け

合
い

を
行

う
た

め
の

基
礎

【
近

隣
】

町
内

会
・
自

治
会

管
理

組
合

（
マ

ン
シ

ョ
ン

な
ど

）
民

生
委

員
・
児

童
委

員
福

祉
協

力
員

【
概

ね
小

学
校

区
】

※
１

５
５

（
社

協
）

市
民

セ
ン

タ
ー

校
(地

)区
社

会
福

祉
協

議
会

民
生

委
員

児
童

委
員

協
議

会
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
自

治
会

（
連

合
会

な
ど

）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（
２

４
圏

域
）

【
区

（
７

区
）
】

社
会

福
祉

協
議

会
（
区

事
務

所
）

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

（
統

括
）

高
齢

者
・
障

害
者

相
談

コ
ー

ナ
ー

【
市

】
障

害
福

祉
セ

ン
タ

ー
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
認

知
症

支
援

・
介

護
予

防
セ

ン
タ

ー
子

ど
も

総
合

セ
ン

タ
ー

障
害

者
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー

地
域

福
祉

計
画

に
お

け
る

圏
域

の
考

え
方

本
人

・
家

族
（

住
ま

い
）

■
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

■
障

害
者

相
談

支
援

事
業

所
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第 47回地域リハビリテーションケース会議 参加者アンケート集計結果 

 

日 時：令和 3年 2月 10 日（水） 

（オンデマンド配信）令和 3年 3月 1日（月）～令和 3年 3月 31 日（水） 

申込者：193 名 

回答者：60 名（回収率：31％） 

 

◆ 申込者属性  職種別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ アンケート結果（回答者：60 名） 

問１ 所属機関 

   人数(人) 割合 

医療機関（病院・診療所） 11 18.3% 

歯科診療所 0 0% 

教育機関 0 0% 

介護老人保健施設・介護老人福祉施設・その他介

護保険施設 
7 11.7% 

居宅介護支援・訪問看護・訪問リハ・訪問介護・

通所リハ・通所介護・その他在宅サービス事業所 
15 25.0% 

統括・地域包括支援センター 14 23.3% 

行政 6 10.0% 

その他     7 11.7% 

計 60  

 

 

 

職  種 人数(人) 割合 

医師 3 1.5% 

歯科医師 2 1.0% 

保健師 9 4.7% 

看護師 12 6.2% 

理学療法士     43 22.3% 

作業療法士 27 14.0% 

言語聴覚士 9 4.7% 

ＭＳＷ、相談員等 9 4.7% 

ケアマネジャー 43 22.3% 

介護職 7 3.6% 

事務職 10 5.2% 

その他 19 9.8% 

計 193  
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問２ 職種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 経験年数 

    人数(人) 割合 

１～２年 8   13.3% 

３～４年 3 5.0% 

５～９年 10 16.7% 

１０～１９年 24 40.0% 

２０～２９年 10 16.7% 

３０年以上  5 8.3% 

計 60  

 

問４ 参加回数 

    人数（人） 割合 

はじめて 18 30.0% 

２～３回 16 26.7% 

それ以上 24 40.0% 

記載なし 2 3.3% 

計 60  

 

問５ 参加方法 

    人数（人） 割合 

YouTube 動画配信のみ 33 55.0% 

ZOOM・YouTube 両方を視聴 8 13.3% 

ZOOM 研修のみ 18 30.0% 

記載なし 1 1.7% 

計 60  

 

職  種 人数(人) 割合 

医師 0 0% 

歯科医師 0 0% 

保健師 4 6.7% 

看護師 5 8.3% 

理学療法士     9 15.0% 

作業療法士 7 11.7% 

言語聴覚士 5 8.3% 

ＭＳＷ、相談員等 5 8.3% 

ケアマネジャー 14 23.3% 

介護職 2 3.4% 

事務職 4 6.7% 

その他 5 8.3% 

計 60  
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問６ 今回の地域リハビリテーションケース会議特別セミナーに参加した目的は 

何ですか？                     （複数回答可） 

 

         

（ 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 今回の地域リハビリテーションケース会議は参考になりましたか？ 

    人数(人) 割合 

参考になった 53 88.3% 

普通 7 11.7% 

参考にならなかった 0 0% 

計 60  

  

（そう思った理由）*一部抜粋 

・ 初めてのオンラインでの研修会の参加でした。地域リハビリテーションは、介護予

防には欠かせない取り組みと思います。地域の課題を見つける役割も重要になると

感じました。サロン活動や市民センター活動で、地域がいきいきと自主的に活動出

来る事が、個人の生きがいや活動にも影響を与えます。 

・ 途中トラブルがあったものの、研修内容自体は参考になるものばかりでした。今後

は参加者側も積極的に意見やコメントがいえる環境を作ってもらえる場になればも

っと活性化するのではないか。 

・ YouTube での視聴だったので、聞き取りにくいところなどは繰り返し確認する事がで

き良かったです。 

・ 浜村先生の総括で、専門職が地域で求められることのお話がありましたが、リハビ

リ専門職以外の専門職にもとても当てはまり、これからの人材育成の視点にさせて

いただきたいなと感じました。 

・ サロンの立ち上げの経過や、いのちネットなど行政の情報がよくわかりました。 

・ サロンでの活動がイメージできた。他の事例ももう少し聞いてみたかった。 

・ 戸畑リハの取り組み、リ域支援コーディネーターの位置付けは参考になりました。 

・ 市の事業や地域支援コーディネーターの役割などを自分の中できちんと整理してい

くことができた。 

・ 実際の地域への専門職としての関わり(事業として)を知ることが出来た。イメージ

しやすかった。地域自体の取り組みも具体的にわかりやすかった。全体像がイメー

ジしやすかった。 

・ リハビリ相談支援事業所は利用しているが、サロン等で活動について知ることがで

きた。 

・ 利用者様に社会資源情報、取り組みを伝え、利用を勧めることができると思いまし

 人数(人) 割合 

他機関の取り組みを知りたいから 52 29.3% 

オンラインで参加しやすかったから 32 18.1% 

他職種の意見が聞きたいから 33 18.6% 

社会資源情報を知りたいから 29 16.4% 

連携の仕方を知りたいから 23 13.0% 

上司や同僚に誘われたから 4 2.3% 

情報整理の方法を知りたいから 4 2.3% 

計 177  
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た。 

・ 戸畑リハの原田さんのフレイル状況のデータのサロンでの個別性が数値ででていて

わかりやすかったです。やはり地域では生活の場・その人に寄り添ったオーダーメ

イドの関りが必須だと改めて思いました。また、地域との関りには一発屋ではなく

継続性やどう心のつながりができるかが大切だと共感できました。 

・ 地域の中で、生活モデルを理解しているリハ職さんの役割はとてつもなく大きいも

のだと思います。専門職でありながらも、大前提として地域の方と同じ住民として

「専門職も住民もみんなで一緒に」という感覚でないと地域の方には本当には受け

入れられないと感じています。浜村先生の講演もとても心に響きました。ご本人の

事もそれを取り巻く環境の事も、包摂的、包括的につながりを大事にした関りを私

もしていきたいと思いました。貴重な研修をありがとうございました。 

・ 目的を再認識できた(目的＝個人が地域で孤立しないよう人とのつながりをつくり、

いざという時、頼れる人が周りにいる社会・ネットワーク作りを目指す) 

・ フレイル予防の取り組みが、地域のグループ(サロン)支援を通して活動実施されて

いることがよくわかりました。このコロナ禍の状況で中断されているとしたら残念

に思います。 

・ 高齢者サロンへの支援事例でもありましたが、サロンへ介入する際に、代表者やリ

ハ専門職が入らなくても、サロンの参加者が自分たちで自主的にフレイル予防や活

動に取り組むという心構えが大切なのだと思った。 

・ 北九州市が早期取り組みを行っている地域包括ケアシステムがスムーズに実施・活

用されることを期待しています。 

・ リハ職の方々の高齢者サロンへの関わり方や課題が理解出来たことにより、他職種

(専門職)が地域活動をする上で参考になると思います。 

・ 市や他職種の取り組みを知ることができるのは非常に良いと思います。あとは、自

身の地域や職場環境の中でどう落としこむかが大事だが、そこが難しい。 

・ 医療・介護・地域が連携して、どのように介護予防や個々のケアを行っていけるか

等、大変参考になりました。 

・ 市の方針や、地域課題などの「今」に注目し、関係者が同じ方向に意識を向ける、

とても良い機会になったと思います。 

・ 今後の国の動きや北九州市の地域包括ケアシステムを支える地域リハビリテーショ

ン推進のイメージ図を用いた構想を知ることで、今後の支援の形、輪が具体的に知

る事ができました。 

 

 

問８ 今後も地域リハビリテーションケース会議に参加したいと思いますか？  

 人数(人) 割合 

参加したい  58 96.7% 

わからない 2 3.3% 

思わない 0 0% 

計 60  
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問９ 自由記載(今後、取り上げてほしい事例や研修会へのご意見など) 

 

（取り上げてほしい事例） 

・ 長い期間、脳幹損傷などによる四肢麻痺等の障害がある方への日常生活を支援す

るためのリハビリ事例など検討して頂きたい。 

・ 機能回復のリハビリテーションで、医療保険や介護保険、労災保険だけでなく、

民間企業、スポーツセンターなどが増えているので、種類や程度、回数、金額な

どをご紹介してもらいたいです。医療保険でのリハが終わった後に民間のリハや、

日常的にご希望されるストレッチ程度のものなど。 

・ 高齢者向けや、若年から中年の障害者向けのものなど。 

・ うまく説明できなくて申し訳ありません。機能維持するための制度やサービスを

知りたいですし、必要な方にご紹介したいと思います。 

・ サロン等の実態を動画でみたいです 

・ 様々なＮＰＯが活動されているので、活動内容などの情報を知りたいと思います。 

・ 病院での地域に目を向けたリハ職の取り組みを聞いてみたいです。 

・ オンライン研修は参加がしやすく、学ぶ機会をあきらめずに勉強でき、知識を深

めることができるので、コロナ禍が過ぎ、以前のような研修ができるようになっ

ても是非続けていただけると助かります。 
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